
                  

      ◎議案第１号 平成 26年度白老町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（山本浩平君） 日程第４、議案第１号 平成 26 年度白老町一般会計補正予算（第５

号）を議題に供します。 

提案の説明を求めます。 

安達財政担当課長。 

○財政担当課長（安達義孝君） それでは議案第１号 平成 26年度白老町一般会計補正予算

（第５号）でございます。 

平成 26年度白老町の一般会計補正予算（第５号）は次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 規定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億 480万 4,000円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 102億 6,731万 7,000円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

（地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は「第２表 地方債補正」による。 

平成 26年 10月 14日提出。白老町長。 

２ページ、３ページをお開きください。「第１表 歳入歳出補正予算」と４ページ、５ペー

ジ、「第２表 地方債補正」につきましては記載のとおりでございます。第２表については歳

出のほうでご説明を申し上げます。続いて６ページの歳入歳出事項別明細書につきましては歳

出のほうからご説明申し上げます。８ページをお開きください。２款総務費、１項 17 目諸費、

税等過誤納還付金等 114万 5,000円の補正でございます。これにつきましては還付金と過誤

の加算金でございますが法人町民税及び道町民税等に過誤の還付金が発生いたしまして今後の

見込みも含めまして補正するものございます。財源につきましては一般財源でございます。次

に４款環境衛生費、３項２目塵芥処理費、環境衛生センター運営経費 25万 5,000円の計上で

ございます。これにつきましては９月 10日から 12日の集中豪雨によって環境衛生センター

入り口道路法面の決壊と埋立地の法面の決壊が計４カ所ございまして少額のため一般単独災害

とならず修繕費として計上するものでございます。これについては財源は一般財源でございま

す。次に７款商工費、１項１目商工振興費、国産品ＰＲ事業 1,000万の計上でございます。

これにつきましては９月１日から開始したふるさと納税による寄附によるものでございます。

10月９日現在 800件、1,317万 7,000円の寄附をいただいております。それに伴いまして特

産品を寄附の皆様にお返しするということで、残り 300万の４カ月分 1,200万円を計上しま

して、既定の予算で 200万円を計上しておりますので 1,000万円を計上するものでございま

す。財源につきましては一般財源でございます。次に 10ページでございます。９款消防費、

１項４目災害対策費、災害対策経費 196万 2,000円の計上でございます。これにつきまして

も９月 10 日から 12 日の集中豪雨によるものでございまして災害対策本部経費でございます。

まず職員等手当てについては従事した職員の時間外手当 62万 6,000円、需用費につきまして



は、消耗品これは炊き出し用の資材と食料費につきましては避難者の弁当でございます。合わ

せて７万 9,000円の計上、委託料につきましては応急作業委託料として土嚢製作、ポンプ排

水、町道の通行どめ経費、町道被害応急経費でございます。123万 5,000円の計上。扶助費に

つきましては１名の方が寿幸園にショートステイに避難されたということでその費用２万

2,000円の計上でございます。この財源につきましても一般財源でございます。次に 11款災

害復旧費、１項２目道路橋梁災害復旧費、町道災害復旧事業 2,221 万 6,000 円でございます。

これについても９月 10日から 12日の集中豪雨による被害の応急対策費用でございます。ま

ず旅費につきましては職員の今後の補助災害等を受けるための経費、11需用費につきまして

は消耗品につきましては土のう等の購入経費、燃料費、印刷経費につきましては今後の補助災

害申請のための現場監督及び災害査定用の印刷、カラーコピー等の経費を計上しております。

委託料につきましては 635万円は応急的な災害復旧のための委託料として作業員に係る経費

635万円、使用料及び賃借料につきましては重機等の借り上げで 817万 8,000円、原材料費に

つきましては復旧用の砂利や資材、コンクリート管の購入費で 727万 8,000円、これにつき

ましては単独災害として計上しておりまして今後単独災害の査定を受けるものでございます。

財源につきましては地方債 2,210万円、一般財源が 11万 6,000円でございますが、査定を受

けた後に若干の財源の移動は組み込まれると思います。次に（２）町道災害復旧事業補助事業

でございます。1,045万 5,000円、委託料として設計管理委託料、調査設計委託料でございま

す。これは補助災害を査定を受けるための経費でございまして萩野林道線、１路線７カ所の被

災箇所の設計でございます。これにつきましては一般財源でございます。補助査定につきまし

ては 11月下旬を予定しております。次に３目河川災害復旧費、河川災害復旧事業 1,468万

1,000円の計上でございます。旅費及び事業費につきましては今後の査定上を受けるための経

費、消耗品につきましては一部土嚢等の購入がございます。13委託料につきましても復旧の

ための作業員経費 443万 6,000円、使用料及び賃借料についても重機等の借り上げで 738万

7,000円、原材料費につきましても復旧用の砂利及び資材についてはフトンカゴ等の購入経費

で 252万 2,000円、この河川災害につきましても一般単独災害ということで後日災害査定を

受け、財源は若干でございますけれども移動する可能性がございます。ここの財源としては地

方債 1,450万円、一般財源が 18万 1,000円となっております。次に（２）河川災害復旧事業

補助事業でございます。3,523万 1,000円、この被災箇所としては補助災害を認定を受ける箇

所としては飛生川３カ所、毛白老川が１カ所の計４カ所でございます。委託料につきましては

設計管理委託料として調査、設計、施工管理委託料、この内訳としましては一般財団法人北海

道建設技術センターに補助査定までの積算とその後の施工管理を含めて 204万円の委託料と

なっております。また民間コンサルタントには調査設計費 1,519万 1,000円を計上しており

ます。この河川災害についても 11月下旬の補助災害査定を受ける予定でございまして、この

財源につきましては全額一般財源となります。15節、次のページにございます。14、15の工

事請負費、災害復旧費、飛生川復旧工事、これはうちが請負工事として災害以後の河川の被害

をなくすために仮の稼働掘削を行っております。1,800万円の計上でございます。この財源に

つきましては今後補助査定を受け、その経費の本工事の中に含まれるため財源的には後日 12



月の補正で財源の振りかえがなる予定でございます。現在においては一般財源としております。

次に４項１目農業災害復旧費、災害復旧測量調査業務委託料 258万 1,000円。旅費、役務費

については職員等の事務経費でございます。13委託料につきましては農業災害査定設計業務

委託料につきましては本町においては農業災害は数年ぶりの災害のため、積算ができない状況

でございますので北海道土地改良事業団連合会に委託するものでございます。この経費が 226

万 8,000円。合わせまして農業積算のシステムを利用するため、保守管理負担金が必要とな

り 23万 8,000円の計上をするものでございます。農業災害の補助査定につきましては 11月

25日に補助災害の査定を受けるものでございまして、本工事等につきましては 12月補正で計

上させていただくことになります。次に２目林業施設災害復旧費、町有林作業道災害復旧事業

627万 8,000円でございます。これについては石山町有林２路線９カ所の災害復旧のための経

費でございます。委託料についても作業員等の経費 190万 9,000円。使用料及び賃借料は重

機等の借り上げで 175万円。原材料についても砂利等資材、それからスーパー管等経費を計

上して 261万 9,000円、この経費につきましても一般単独災害経費として計上するものでご

ざいますが、農林業の作業道になりますので充当率が 65％ということで地方債財源が 400万

円、一般財源が 227万 8,000円でございます。以上、歳出のほうの説明は終わります。特定

財源はご説明申し上げましたので一般財源のみ説明申し上げます。６ページをお開きください。

11款地方交付税、１項１目地方交付税、普通交付税 5,332万 1,000円の計上でございます。

今回、本年度の普通交付税の交付額が 35億 2,036万円計上されておりまして、予算額が 34

億 2,000万円計上しておりますので、１億 36万円の留保財源が出ております。その内から今

回の 5,332万 1,000円を支出いたしますので、残り 4,703万 9,000円が留保財源となってお

ります。次に 20款繰越金、１項１目繰越金、前年度繰越金 1,088万 3,000円の支出でござい

ます。これについても４号補正までの残として 1,088 万 3,000 円が留保されておりましたが、

今回で全額支出しますので繰越金については財源保留はゼロでございます。22款の町債につ

いては先ほど歳出のほうでご説明申し上げましたので省略させていただきます。今回の補正予

算について説明をいたしました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（山本浩平君） 岩崎建設課長。 

○建設課長（岩崎 勉君） お配りした資料について若干説明をさせていただきます。災害の

部分なのですけれども、うちの土木災害としては３種類あると思います。１番目に公共土木施

設災害復旧要望箇所位置図ということで配布しております。これにつきましては災害査定では

国の補助をもらうための災害箇所になります。毛白老川、飛生川それと萩野林道線になります。

これで一応 11月 17日の週に災害査定を受けるという形になります。ただ国の査定ですので

うちが要望しているからといって全部認可になるとは限らないので、それは査定で頑張ってい

きたいというふうに考えております。次のところに報告表と写真を配布しております。次に飛

生災害箇所ということで、これにつきましては査定を受けるところの一部を査定前に工事をさ

せていただくと。これにつきましては若干稼動の位置が変わりまして、本稼動のところが土砂

堆積しているものですから、それについては早めに掘削して河川の水位を下げたいということ

で今回要望させていただいております。次にありますのが、これが単独の部分でございます。



大体全部で 42カ所ほどあります。河川で 25カ所、道路で 17カ所の被災しているところでご

ざいます。以上、図面について説明を終了させていただきます。 

○議長（山本浩平君） 議案の説明が終わりました。 

これより本案に対する質疑を許します。質疑があります方はどうぞ。 

13番、前田博之議員。 

○１３番（前田博之君） 13番、前田です。10ページから 11ページにかかわるふるさと元

気応援寄附謝礼について、まず伺います。これについては今 1,000万円以上の補正が上がっ

たということで私はこのふるさと納税寄附については町の特産品を謝礼とすることは地元の特

産品の販売、販路拡大及びＰＲということで町内の業者の活性化を図ることで大変いいことだ

と思っています。しかしきょう別紙で何か大きな事業ですから説明があるかと思ったら一切あ

りませんでしたので何点か伺っていきたいと思います。まずこれは町のホームページによって

９月１日より特産品ＰＲしましょうと、事業をスタートしますと案内しています。今担当課長

からも説明がありましたけれども、この寄附金によって特産品の謝礼をするということに対し

てこの事業の目的は何なのかということです。それともう一つは、これは白老町ふるさと元気

応援寄附要綱、これはことしの４月１日に改正されています。しかしこの内容を見ると今お話

ししたように９月１日からのスタートなのですけれども、寄附者に謝礼としての特産品を贈呈

プレゼントするということについては何の根拠をもって特産品を贈呈するのかということであ

ります。それと３点目、寄附金の額、これはわかります。ホームページを見たら３万円以上と

１万円になっていますけれども、それに対する謝礼、今回 1,000万円になっていますけれど

も、これの金額はそれぞれ限度内はきちんと決まっていると思いますけれども、３万円以上の

寄附についてはいくらの特産品ですと、そういうことがどこ見ても知りませんけれども、これ

が１番肝心で大事なことなのです。町費を使いますから。この辺についてまず３点伺います。

それともう一つ 15 ページ、ささいなことです。農業災害復旧費、これはいいのですけれども、

今回緊急で災害が発生して大きな臨時事業として工事費を補正していますけれども、ここの

19款の北海道土地改良事業団体連合会の負担金、事業費約１割負担金とられているのです。

こういう緊急事業でありながら負担金を取るということはその支出根拠はどうなっているのか

ということです。 

○議長（山本浩平君） 石井産業経済課長。 

○産業経済課長（石井和彦君） 今の前田議員のご質問でございますけれども、こちらにつき

ましては平成 15年度にこれは農林水産省のほうの振興局の災害対策室とそれから一般社団法

人の農業農村整備情報総合センターというのが、こちらのほうが災害に関係につきましてのシ

ステムを開発したものでございます。北海道でこのシステムを持っているのが先ほど申し上げ

ましたとおり北海道土地改良事業団連合会のほうでこのシステムを持っているという状況にな

ってございます。その中でこのシステムを使用して請求するということになりますのでこの負

担金という形になってございます。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） 担当の本間課長がちょっと不在なものですから私



のほうから答弁させていただきます。まずふるさと納税９月１日から行っておりまして、町の

ホームページ等で周知して全国各地から各多くの寄附金が届いております。まず要綱に基づき

まして、根拠につきましてはあくまでこのふるさと納税はまず財源の確保ということで全国か

ら皆さんに寄附をいただいて何らかのためのうちの財源として使わせていただきたいというの

が主でございます。それに伴ってただふるさと納税というのは一方では特産品のＰＲもござい

ますので白老町にはいろいろな特産品もございますのでそのものを全国の寄附をいただいた方

に送っていこうというようなことでございます。両方のＰＲと町の財源の確保を十分捉えてお

ります。根拠につきましては特産ＰＲ実施要綱というのを定めておりまして、まず３万円以上

のご寄附の方につきましては１万 2,000円程度の特産品をご用意させております。また１万

円以上につきましては 3,500円相当の特産品でございます。ただしこれに送料等がかかりま

すので大体５割程度の費用がかかって財源的に５割ぐらいが私どもの町のほうに入ってくると

いうようなシステムでございます。以上です。 

○議長（山本浩平君） 13番、前田博之議員。 

○１３番（前田博之君） それでではホームページではいろいろ牛肉とか書いていますけれど

も、今お話しされた実施要綱をつくっているというお話でしたけれども、あれば後で欲しいの

ですけれども、これは実施要綱も決まっていますからそれで当然あると思いますけれども、こ

の特産品のプレゼント贈呈のこの内容、どういうものがあって、ではそのプレゼントの回数は

どうなのかと。多分１回だと思うのですけれどもこういうことをちゃんと決めておかなければ

困ると思います。それと特産品ありますけれども、この選定はどのように行われているのかと

いうことです。ということは私は公平性を保つべきであって、そして特産品を扱う参加業者を

どのように公募して、そしてこれらのものを決めたのかということ。その過程と、これは非常

に大事なことなのです。それと今言ったように送料が別だと言っていましたけれども、この寄

附者に対する地元特産品の発送は誰が行うか、その流れがどういうふうにおくようになってい

るのか。責任が明確にしておかなければ大変だと思うのですけれども。まずそういう部分です。

まずその辺をお聞きします。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） まず２点目の特産品の業者さんの選定につきまし

てはちょっと担当課が産業経済課ということで私のほうからは答弁は差し控えさせていただき

ますが、まず特産品については３万円以上の特産品につきましては４点ほど見積もりをしてお

ります。１万円以上が２件でございます。３万円以上は白老牛のサーロインステーキとか牛肉

の盛り合わせ、たらこの 1.5キロ、もしくは虎杖浜の恵みとして毛がにやたらこ等の６点を

盛り合わせたもの、これが４つの特産品となっております。また１万円以上が２点ございまし

て、たらこが 500グラム入りが１点、それと虎杖浜の恵みとして３点盛り合わせ、毛がにと

白老牛のハンバーグ等の積み合わせがございまして、そういうものを用意してございます。ま

たこれにつきましては観光協会を通して各業者さんに依頼して発送は最終的には業者さんが発

送する形になっておりまして、その辺は協会を通じて責任を持って業者さんに依頼を申し上げ

ております。 



○議長（山本浩平君） 本間商工労働観光・営業戦略担当課長。 

○産業経済化商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 特産品の事業者さんの選考で

ございますが、要綱にも記載しておりますけれども観光協会の既存のネット商店という通販サ

イトがございます。そのくくりで登録している事業者さんの中で公平平等に選考させていただ

いております。ちょっと今手元に資料あれなのですけれども、選考としましては募集を４月以

降にネット商店に登録されている方、または町のホームページ、それから観光協会のホームペ

ージにふるさと納税の事業者登録の募集ということで募集をいたしまして、結果この今回の選

定に至っているということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（山本浩平君） 13番、前田博之委員。 

○１３番（前田博之君） まず特産品の地元産品の事業者を今公募していると言っていました

けれどもこれはいつからいつまで公募していますか。私はインターネットで調べたらちょっと

なかったものですから。それと観光協会の特産品であったらかなりのメニューがあるのです。

その中からこれが選ばれたらということは、先ほど財政課長からあったこの品目だけの業者し

かなかったのかどうか。ある程度公募があってそういう選定作業が行われたのかどうかという

ことであります。それともう一つ、実施要綱ができているといっていますから多分その中にあ

るのかと思うのですけれども本来はふるさと元気応援寄附要綱では謝礼品のプレゼント、贈呈

ですね。それとか参加者の応募、あるいは特産品の選定とかそういう条款が丸っきりないので

す。ですから、後でまた私要綱見せてもらいますけれども、本当は今皆さんに配布されればい

いのですけれども、そういう基準がない中でただこのふるさと応援要綱だけではこのプレゼン

トはできない、根拠がないのです。だから今私が言ったことは、この別な実施要綱にちゃんと

全部うたわれているのか。そしてその特産品も３万円以上のものの牛肉何点かありましたね。

ちゃんと明確にしておかないとあやふやになってしまうのです。これは町の事業ですからそう

いうことをちゃんと制度化して要綱の中に定めないとこの還元率半分だからいいということに

ならないのです。ちゃんと誰が見てもわかるような形に整理しておかなければいけないと思う

のですけれども、この今言った要綱についてそのことが含まれているのか。そしてふるさと元

気応援寄附要綱との整合性はとれているのかどうか。私よその町村の見てきたら結構きちんと

厳しく整理されているのです。ある町は今言ったような公募まできちんと規定しているのです。

公平性を保つために。そういうことが本当に私は大事だと思うのだけれども、その辺が実際に

どうなっているのか。そして今寄附金が還元率は５割といっていますけれども、実際に何パー

セントにちゃんと押さえているのかどうかということ。これは時価にもありますから。時価に

しないできちんとその１年間なら１年間その額の中で整理されているのかどうか。そういうこ

ともきちんと寄附額いくらに対して特産品の額はいくら以内ですときちんとこういうのを要綱

の中に定めておかないとこれは担当者の裁量でいくらでもおかしくなる可能性があるのです。

それはないと思いますけれども。そういうことをきちんとされているのか。そして謝金 1,000

万円補正します、それで 1,200万円といっていましたけれどもこれに対する収入はいくら見

込んでいますか。それと実際に要綱を見るといろいろな寄附の使い道、何点か指定になってい

ますね。これに対して第２条寄附金の使途、そして４条では管理について規定していますけれ



ども具体的にこれは集まってきたお金はどのような運営をするのか。あるいは予算編成どうい

う使い方をするのか。あるいは特定基金的なものをつくって積んでおくのかどうか。使途目的

をはっきりするのか、その辺について伺います。 

○議長（山本浩平君） 本間商工労働観光・営業戦略担当課長。 

○産業経済化商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） ３月の時点で予算審査の時点

でもう概要はお知らせいたしましたが、特産品ＰＲ事業実施要綱自体のこちらのほうについて

は配付していない状況でございます。そういう意味で事前にこちらを見ていただくということ

でご理解得られなかったかとちょっと反省したいと思います。それでご指摘の部分なのですが

条件等に記載しましてこの交付要綱の中に設けさせていただいております。特産品の贈呈の基

準、それから事業者の条件、それらの発送、請求、それから苦情対応等につきましても要綱に

提言を設けさせていただいておりますが１万円以上、３万円以上、先ほど答弁あったようにき

ちんと１万円以上であれば市場価格 3,500円、それから３万円以上であれば１万 2,000円と

いう額をこれは送料は別ですが市場価格をもって決めさせていただいているのも事実でござい

ますし、また特産品のＰＲに係る事業者の公募でございますが５月 12日から５月末日ホーム

ページ、それから等々、当然観光協会のネット商店に登録されている方、個別にも我々足を運

びまして選定させていただいております。実際のところこのほかにも多々あろうかと思います

が当然のことながら海産物であれば時期が限定になってしまうこともありますし、またいろい

ろその量の問題、そういった部分をそれぞれ考慮いたしまして結果今回の９月１日から、遅れ

たのは事実なのですが９月１日からスタートさせていただいている事実でございます。これは

今回このスタートでございますけれども、当然のことながら公平平等性を確保しながら事業者

登録、またやりたいという方がいれば当然一定限の区切りを入れながら再度検討していきたい

と思っていますので、以降当然要綱にそりながら対応をさせていただきたいと思っております。

以上です。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） ふるさと納税のご寄附をいただいた財源の活用方

法でございますけれども、皆さんにご寄附をいただくためにを申出書の中に８項目の各どうい

うものに寄附をしたいという項目がございまして、まず６項目につきましては各基金として積

み立てて次年度以降のその目的に沿った事業に繰り入れて財源を活用してまいりたいと考えて

おります。また７項目、８項目は一般財源的なものとして活用を、特に指定なしというような

条件でございましてそういう項目にご寄附いただいたのを当該年度で使うものや、また来年度

の財源、その事業に財源として埋め込んでまいりたいと考えております。また今年度の予定は

ということでございますけれども、特産品も過少に計上して 1,000万円、規定の予算は 200

万円ありますから合計では 1,200万円見ていますけれども、まず９月１カ月で 600件の約

1,000万円来ています。順調にその推移できていますので月 1,000万円は間違いなくかたいの

ではないかと見込まれますので 12月まで 4,000万円ほど寄附をいただければその 50％、半分

は財源として活用できる見込みと考えております。約 2,000万円ほど。ただしどこの町村も

11月、12月が相当数数がふえるという状況、昨年度実績を見ましてありますので通常のペー



スでいけばその程度を見込まれるのではないかと期待をしておるところでございますけれども、

見込みとしてはそのようなことを見込んでおります。以上でございます。 

○議長（山本浩平君） ほか。４番、大渕紀夫議員。 

○４番（大渕紀夫君） ４番、大渕です。その起債の部分の考え方、単独で今回 4,000万円

ぐらい起債が組み込まれていますけれども、これは当然通常の起債よりもこれだけふえるのだ

けれども、前回の一般質問でもしているのですけれども、これについては別枠として考えるか

どうか、その考え方の部分。それから補助事業の部分の 4,500万円、これは災害採択がされ

たら一般財源から減って、そして起債は 100％交付税算入になるというような見込みになるの

ですか。これは全額が 4,500万円、1,000万円は間違いなくなるでしょうけれども、それ以外

の部分もそういうふうになるというふうな考え方でいいのでしょうか。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） 起債の考え方でございますけれども、財政健全化

プランでは総額７億円、臨財政を抜いて３億円という一応歯どめをつめて健全化計画をスター

トしておりますけれども、本年度につきましてはきょうの議案の５ページを見ましても７億

6,593万 4,000円ということでもう７億円は既に超しております。ただし本年度臨時財政対策

債が４億 2,823万 4,000円、４億円以上出ていますのでその分がちょっと浮いておりまして

通常債で差し引きしますと３億 3,700万円でございますので 3,700万円ほど出ていると。そ

のうち今回の災害の起債が 4,370万円、これは第４号で学校の起債とか経済センターの起債

も含めると 4,300万円ほどの起債を発行する予定でございますので、ここの部分につきまし

てはやはり通常債７億円の歯どめといいながらも突発的な事故でございますのでその辺はそう

いう考え方でいきたいと。ただし７億円を超える状況が生まれていますから、それについては

次年度以降７億円の中で、プランを来年度以降７億円以下にしていますので、その中でちょっ

と７年間の中で調整をかけていってなるべく７億円出ないような考え方でいきたいと。本年度

は突発的なもので間違いなく７億円出てしまうという状況がございますので、それも含めてプ

ランの見直しということにもちょっとならないのかと考えておりますのでその辺は柔軟性を持

って取り進めてまいりたいと思っております。また２点目の補助災害につきましては今回ご提

示、提案申し上げました設計委託についてはこれは単費扱いになります。これは単独債で一般

財源になります。ただし 15節の工事請負費については仮応急、応急という事前にもう次の災

害に遭わないための応急でございます。これは本工事の中に含めて計上されるということもご

ざいますから次の補助災害認定を受けた中には当然３分の２が国庫負担、残り 100％が充当率

起債ということで、それと交付税算入が正式にいうと 95％ございますので町の負担はそれを

含めると 1.7％ぐらいしかならないのですけれども、そういう状況になるということでござい

ます。 

○議長（山本浩平君） ４番、大渕紀夫議員。 

○４番（大渕紀夫君） ４番、大渕です。わかりました。それで結果としては今度補助災害が

認められたら当然起債発行になりますね。この今の 1,000万円含めて。あとは単独災害だか

らいいのだけれども。そうならばその使った分の交付税 1,000 万円は今戻ってくるけれども、



今のお話からいくと、別につめているのではなくて、その考え方として別枠として考えれば別

なのだけれども別枠として考えなかったら今度その補助災害がついた場合、それは起債発行に

なりますね。そうするとそれは７億円から今度は大幅に出ることになりますね。何を言いたい

かというと来年度も再来年度もそういうことがないとは言えないわけです。災害というのは。

それを見越してやれとかといっているのではなくて考え方としてそこの起債のところをはっき

りしておかないと７億円の枠の中で考えるのかどうか。それから４億円なら４億円ということ

できちんと決まって、それは別枠ですというような考え方で進むのならいいのだけれども。災

害の場合はかなり難しい部分があるので、そこはもうちょっとたがをはめ方を検討したほうが

いいのではないかというふうに考えるのですけれどもいかがですか。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） 補助災害につきましては国庫負担３分の２とうち

が 100％充当の起債、その内約 95％が交付税の算入として後で元利償還金でみられますので

ほぼ負担はないものと考えてもいいのですが今回のように一般単独債がございまして、すぐ大

きく起債発行していますからそれについては交付税の措置が 48％ぐらいしかございませんの

で半分は町が持ち出しという形になりますので全額補助債でいけば７億円の枠を超えても、こ

れはもう緊急的な、避難的な考え方でいいのかと思うのですけれども、単独債がこういうふう

に多いとなると５割は町が持ち出しすることを考えないといけないものですから、その辺は補

助債については別枠としても考えてもいいのですけれども単独債はやはり５割負担が出てくる

ということからすればその次年度の中とか、ある一定のもので調整していかないと負担がふえ

ていく状況もありますので、それは単独債がちょっと別に考えてやって何とかそれは早々災害

が起きるものでございませんけれども大きな災害になれば補助債を受ける。小さいものでいけ

ば一般単独債というのがありますのでその部分はちょっと考慮しながら考えていけないといけ

ないかと考えております。 

○議長（山本浩平君） ほか。１番、氏家裕治議員。 

○１番（氏家裕治君） １番、氏家です。７款の商工費、ふるさと元気応援寄附金、これにつ

いてちょっと１点だけお伺いしておきたいと思います。このＰＲ事業は町の特産品のＰＲとし

ては本当にすばらしい方法だと思いますし、全国から白老町に出してこういった目を向けてい

ただけるということはすばらしいことだと思います。全国からこういった今ふるさと納税とい

うものが注目されているということは白老町からもほかの自体に対しての特産品のそういう目

が向いて、例えばそういったものに参加する方が白老町にも結構いらっしゃるのかもしれませ

ん。わからないです。わからないけれどもいるのかもしれない。でもそういう方々がいるとし

たときに、これは最終的な町の税収、私の言っていることわかりますか。還元されたり何かす

るのがありますね。確定申告等々の中で。そのときに町の税収でのプラス・マイナスわかりま

すか。プラス・マイナス、これを先ほど安達総合行政局財政課長言われたとおり例えば半分ぐ

らいの 50％ぐらいの収入があるけれどもそこととんとんであれば町の物産ＰＲとしての効果

があると考えるか。私はそれでいいと思うのだけれども。でもそれをただいい話ばかり聞いて

いるとこれだけの収入がありますとなってしまうでしょう。ではなくてそういうことも含めて



町として物事を考えていかなければいけないのではないかと思うのだけれども、その辺につい

ての考え方。私も余りちょっと情報的によくわかっていないで話をしているので、その辺がも

し安達総合行政局担当課長のほうでわかっていればそれも含めて皆さんが知っておくべきだと。

この制度自体は私はいいものだと思うけれども、いい面と悪い面、メリットデメリットという

のがやはりどうしてもそこにあるような気がしてならないものですから、その辺だけをみんな

で理解しながらこういった制度を進めていくべきではないかと思うものだからちょっと確認の

意味でお伺いしておきたいと思います。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） ただいまのご質問ですけれども、町民の方がほか

の町村にふるさと納税という形でされますと町としては、これはデメリットでございます。そ

ういう方がたくさんいらっしゃると税収が減るという状況が生まれます。ただ絶対数納税義務

者の何％になるかというのは税務サイドで確定申告の内訳を調べると実際出てくるのかと思い

ますけれども、やはりこれだけの寄附を受けますとプラス・マイナスでいいますとプラスのほ

うがまだまだ大きく感じているというのが予測はできると思います。全国各地からきています

のでどこの府県が集中して多いかというのは私どもがもらっています周知を見ると沖縄を抜い

てほとんどの県からきていますので、そのまた小さな町村から大きな町村まできていますから

デメリットというのはなかなかどこの町村も出てくるのはというのは多少なり出てきますけれ

ども、いただいている以外に、やっていないところがあれば逆にマイナスですけれどもやって

いればプラス効果のほうが大きく見込まれるのではないかと考えております。 

○議長（山本浩平君） １番、氏家裕治議員。 

○１番（氏家裕治君） 私も多分そう感じているのだけれども、例えば白老町からどれだけの

寄附が流れるかわからないけれども、そういったものもちゃんと自分たちが頭に入れておかな

いとこういった事業というのは本当に見た目はすごくいいように感じるのだけれども、でも決

して私はそれだけではないような気がするのです。だからそういったものもしっかり頭に入れ

ながら最終的にこれだけのものがある。まちからもこういったものも出ていっているというこ

とも私たちが知っておかなければいけない問題だと思いますので、その辺もこれから決算時期

になったときに確定申告が終えて結果的には出てくるでしょうからそういったものを含めて後

で情報提供いただければと思いますのでよろしくお願いします。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） ９月の決算審査特別委員会等に本年度の確定申告、

来年以降始まる中で税務課の中で調査すれば寄附行為をされた方はわかりますので、どの程度

されているのか、状況を踏まえてこれは議会等のほうに報告してまいりたいと思っております。 

○議長（山本浩平君） ほか。10番、小西秀延議員。 

○１０番（小西秀延君） 10番、小西です。９月 10日から 12日にかけての大雨の被害につ

いてのご質問をさせていただきたいと思います。総額でいうと８億 2,000数百万円。この被

害総額の中には多岐にわたったものがあると思います。行政に関するもの、民間に関するもの、

農業、林業さまざまあろうかと思います。これがその中で災害認定されるもの、そして町が単



独でやらなければならないもの、いろいろさまざま出てきているのだろうというふうに理解し

ていますが、この被害全般にわたって被災を受けた方に対してどのように対応していて、災害

認定から漏れてしまったものもどういう対応をしているのか。それを町はどういうふうに捉え

ているか。その辺のところ大ざっぱで構わないので、一つ一つというわけにはいかないと思い

ますので災害認定できなかったところもかなり被害を被って企業とかもかなりダメージを受け

て営業も難しいとか、そういうものも出てきているかと思います。雑駁で構わないのでその辺

の情報を少し教えていただければと思います。 

○議長（山本浩平君） 石井産業経済課長。 

○産業経済課長（石井和彦君） 今のご質問でございますけれども農業関係につきましては私

のほうからご説明させていただきます。農業関係につきましては災害が発生して農協等と連携

をとりまして農家等に連絡を入れまして災害の状況等を聞いてございます。それからその中で

大体押さえている状況が 20カ所程度、農業関係の災害が出てございます。そのうち災害復旧

になる箇所、今後査定を受ける箇所になりますけれども、それにつきましては６カ所程度災害

の査定を受けるという状況になってございます。その中でそれ以外の災害の査定を受ける前に

調査をしてございますけれども、災害の査定を受ける基本的なその数量に達していないところ

がございますのでそこら辺につきましては事項の関係等で災害復旧の形でしてもらうという形

になります。これは自己資金でという形になろうというふうに思ってございます。あと農協と

も今協議をしている最中でございますけれども低利等の金利等も考えていただきたいというこ

とも農協のほうに申し入れをしている状況でございます。以上でございます。 

○議長（山本浩平君） 岩崎建設課長。 

○建設課長（岩崎 勉君） 建設課のほうで土木施設ということでございまして、言ってしま

えばその管理しているものを直すという形でございます。言ったとおり被災している方のとこ

ろは今回今回改めて被災が起きないように対応していくという形で今のところは考えておりま

す。 

○議長（山本浩平君） 本間商工労働観光・営業戦略担当課長。 

○産業経済化商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 私のほうから中小企業者施設

等の被害状況を簡単にご報告させていただきます。河川付近に隣接しています施設等の被害、

特に竹浦、飛生地区のほうにもございました。大きくフォーレ白老さんのほうの、ご承知だと

思いますが甚大な被害を受けている状況でございます。これに関しては中小業者のそれぞれ制

度、これは特に貸し付け等の対応等が自助、努力というところで行うことと、今後の支援等に

関しましては引き続きやっていくこと。また中小業者に関しましては最大限ヒヤリング等を逐

次行っておりますが、まずもって今建設課のほうでもお答えをいただいておりますとおり、河

川の災害復旧等をまず今後起きないような対応を前提としながら、特に中小企業者の支援とい

うのは民地でございますので、正直町ができる範囲というのは限界がございます。それぞれの

中で今後の投資であったり、ランニングコストの軽減であったり、そういった再生化のエネル

ギー等々の情報提供などを努めながら中小業者に対して引き続き支援を行っていくという考え

でございます。 



○議長（山本浩平君） 10番、小西秀延議員。 

○１０番（小西秀延君） 10番、小西です。支援の方法、本当に民間に関しては大変難しい

ものも制度的にあるのかと思っています。そういう点は理解いたしますが議員の立場でいうと、

なるべくやはりその産業がこの被害を受けたことでダメージを受けて、またその生産高も今後

も落ちてしまうというようなことになってしまっていくと大変な白老にとっての財産のダメー

ジにもなるのかというふうに思っております。なるべく災害には当てはまらなくてもほかの支

援等も町側サイドでも今後も検討していっていただいてその企業の普及にもお力添えをいただ

ければというふうに考えております。企業だけではなく個人もそうですが町民の安心、安全の

普及をぜひお願いしたいと思っております。以上です。 

○議長（山本浩平君） 白崎副町長。 

○副町長（白崎浩司君） 災害対応といいますか、そういう部分につきましては個別のほうは

今担当課長が答弁したとおりでございます。その中で行政として制度を適用した中でどう支援

できるかというのを情報提供した中で対応していきたいというふうに思っていますし、それか

ら制度をなかなか適用も難しい部分も実質的にはございます。そういう中で行政として企業に

限らず民間もそうなのですけれども住居被害の床上もありますけれども、そういう中で個別の

対応が非常に難しいというようなところにつきましては行政としても何らかの形でできる範囲

の中で支援をしていきたいというふうに、今も対応していますけれどもこれからも対応してい

きたいというふうに思っています。 

○議長（山本浩平君） ほか。２番、吉田和子議員。 

○２番（吉田和子君） 11ページのふるさと納税に関してなのですが、私もいろいろ質問し

ようと思っていましたが全て出ましたので２点だけちょっと確認をしたいと思います。先ほど

前田議員も伺ったと思うのですが、これはあくまでも１人１回まで、あと１回まで謝礼として

いただけるのか。地方によっては謝礼をするのが１回だけというところもあります。町として

はどのようにお考えになっているのかということが１点と、もう１点は振り込みに関してなの

ですがやはり振り込みの仕方をしやすく、前にも私ちょっと地方のことを紹介しながらお話し

したと思うのですが振り込みのあり方、振り込む方がしやすいようにしていくことで拡大され

ていくというお話もありましたのでそういった点工夫されているかどうか、１点伺いたいと思

います。それから今小西議員から質問がありましたように個別の対応ですね。私も何回も言わ

れて行くのですけれどもわからないのです。どこがどういうふうに対応するのか。農業者でも

ない、しかし河川敷のあれで土砂がずっと流れてきて、その方は農家を大きくやっていますか

ら個人だからでは自分で全部やるのだといったら、でも隣のところは川の工事がそこまではい

っていないのでそこは保障してくれると、こっちはそこまで川の工事が終わっているので何も

ならない。でもその終わったところの間から全部土砂が流れてきて車も思うように堆肥を置く

ところに置かせないというときに決して個人だからこれも個人でやるよりしょうがないという

ことをお話していろいろ調べてやったのですけれどもやはりなかなか理解をしてもらえないの

です。担当課も本当にほかの担当課から来てもらって手伝ってもらって大変だと思うのですが、

件数的には私はそんなにないのではないかと思いますのでやはり担当課の専門家が行ってこれ



はこういうことでということで相談に乗ってあげていただければ、たとえ個人負担であっても

毎度なのです。毎度水が出れば雨でびしゃびしゃになる。では自分で今度管を入れて川にその

水を通して管を川まで流さなければいけない。その工事を自分でやろうかとまで言っているの

です。それは自分でやるべきことなのかどうなのか、全然私も相談に乗りきれないのです。ど

うしていいかわからなくて。その辺で川が町単独のものもありますし、道がかかわるものもあ

りますし、国がかかわるものもあるのでその縦割りが私たちなかなかできないものですからや

はり担当課が行ってきちんと説明していただくと、本人はやろうという気持ちがあるのですけ

れども、でもどうなのだろうという疑問も持ってやっているのです。そういった面では対応し

ていただければ大変ありがたいと思うのですが、その辺よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（山本浩平君） 岩崎建設課長。 

○建設課長（岩崎 勉君） よく雨が降ると河川の水位が高くなって水の内水が排除できなく

て水位が上がって被災を受けるというところもございます。そういうところにつきましてはち

ょっと情報をいただきながらまずは対応していきたいというふうに考えています。ただ言った

とおり河川の場合、改修計画で２級河川というか、北海道が管理する河川であれば 50年の雨

が降った場合の大きさでつくるとか、そういう形で河川計画をつくっていますけれども、言っ

てしまえばちょっとこの頃は雨の量が多くなってきてその 50年では耐えられないというとき

がこの頃はあると。そういうことについては、これは言ってはだめですけれども自然災害とい

う形の中ではそこは対応できないのであとは自己努力の中でやってもらうしかないという形に

なるのではないかと思います。排水等につきまして入れたいという考え方があるのであれば、

それにつきましては役場のほうでその辺は話を聞いて技術的なアドバイスとかそういうものは

やっていきたいというふうに考えております。 

○議長（山本浩平君） 本間商工労働観光・営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 特産品のＰＲ事業の関係でご

ざいますが、寄附者に関しましては複数設定をさせていただいています。それから決済方法に

関しましては、ことし３月の予算審査等でもご質問いただいております。現在今年度に入りま

してからいわゆるネット決済、クレジット決済、そういったネットバンキング等の導入検討は

引き続き行っております。ただいかんせんその仕組みに関しましてはいろいろ手続き、この実

際要綱、それぞれ要綱の改正等もございます。本来でいけばいち早くというところもあるので

すが、なかなかそういう部分の手続等の取り扱いでお時間少々いただいております。できれば

来年度４月にはという気持ちで今検討している最中でございます。そのような中でより今の振

り込み方法以外のもののよりよいお客様のほうの扱いになるように努力したいと思っておりま

す。以上です。 

○議長（山本浩平君） ８番、広地紀彰議員。 

○８番（広地紀彰君） ８番、広地です。商工費の部分のふるさと納税にかかわっての質問で

すが、皆さん同僚議員のほうからたくさんありましたので確認の意味を込めて効果と見通しに

ついてだけ触れたいと思います。まずこのＰＲ事業ということで取り組まれた事業ということ

で、今財政のほうからも若干本州のほうからたくさん注文をいただいているということでこの



800件の部分がどういった広がりを見せているのかについてもう少し具体的に説明を求めたい

と思います。あと見通しとして今回１カ月余りでこれだけの件数と税収を得たという部分は大

変すばらしいことだと思うのですが、これの要因としてネットの話がちらほら出ていましたが

このあたり例えば白老会等のさまざまな汗をかいたＰＲ等もあったと思うのですがこのあたり

のこの促進の方法について。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） ふるさと納税の寄附の取りまとめについて私ども

で行っておりますので１点目について答弁したいと思います。まず全国各地からいただいてお

りまして道内も数％ございますけれども、もっぱら多いのは本州方面でございます。やはり都

市部が多くて九州、四国、本州、東北、全国各地でございまして、特に東京、大阪方面が多く

希望されているというのがございます。そのような状況でございまして道内もそれなりにきて

おりまして道内の方はまた白老の特産品はご存じでございますので、特に白老牛がお目当ての

方がきております。全体的にはやはり虎杖浜たらこがすごく状況的には多い状況でございます。 

○議長（山本浩平君） 本間商工労働観光・営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） ９月１日からスタートして大

きくこの１カ月間で動いた状況でございますが、大きくはふるさと納税のポータルサイト、こ

れは無料掲載できるサイトがございます。そちらのほうに載せたことが大きくは一つの要因で

あると思います。当然チャンネルに関しましてはいろんな情報発信することで寄附者に目が届

くという捉えがございますので、こういった取り組みに関しましては無料掲載であったり、あ

る程度そのリスクを持ちながら広告等とも検討これからしていかなければいけないと思うので

すが、まずはゼロベースでこの取り組みはやった効果が１番大きな要因だと考えております。

また細かな部分でいきますと当然東京白老会の会員さんにも情報を出させていただいています

し、また都内企業訪問際に全てはちょっと企業さんにきてくださいというところにふるさと納

税もしてくださいとは言えないのですけれども、そういった部分では出せるところにふるさと

納税のＰＲをさせていただいて、若干ですがそういった方々も寄附いただいている現状でござ

います。今後におきましても 11月 27日、東京白老会も開催予定でございますのでそういう

中で都内にもＰＲをしていきたいと考えております。以上です。 

○議長（山本浩平君） ８番、広地紀彰議員。 

○８番（広地紀彰君） ８番です。まずわかりました。今回の補正で 1,000 万ということで、

これが 300万円掛ける４カ月分という予算での根拠だというふうに伺っています。これの部

分と 12月これから年末にかけて、特にネット関係の商品だと歳末にかかわる部分で相当の需

要が見込まれる部分があると思うのですが、こういったならした考え方での補正の部分の対応

としては十分として考えているかどうかについて。 

○議長（山本浩平君） 安達財政担当課長。 

○総合行政局財政担当課長（安達義孝君） 議案説明でも説明申し上げたのですけれども最低

ラインとして 300万円を計上させていただきましたが、先ほど答弁させていただいた見込み

はというところでは 2,000万円というと合計 4,000万円ですから全前足りないつじつまが合



わない数字でございまして、多分 12月にこれはまた相当補正をさせていただく形になるので

はないかと捉えております。 

○議長（山本浩平君） ８番、広地紀彰議員。 

○８番（広地紀彰君） ８番です。今回の業務量的にも相当担当課もご苦労されているという

ふうに伺っています。実際、この事業そのものに対しても単年度事業ということで今回ＰＲと

いう目的になっています。それでこれから今年度の事業なので総括はきちんと年度末になされ

るということで、とりあえず今後ついては今回の経済効果についてはきちんと検証して、そし

て今後の産業活性化に対しての考え方に持っていただきたいと思っているのです。というのは

今担当課でももう認識されているのはさきほどの質問でも明らかではありましたが、恐らく結

構くると思うのです。最低限で余しても仕方がないので最低限という考え方、それは理解しま

した。ただ業務量的に相当ふえると思います。多分これは事業者にもいえるのです。もしこの

事業が例えば今後とも産業活性化のために効果的だという押さえで進んでいくのであればこの

後の予算編成等にも影響してくるのかと思いますが、つまり事業者の方々も担当課のほうも、

こんな何千万円もあってよかったと終わってしまうのか、それで続けていくような考え方を持

っていくのか。それで人の雇い方とか変わってくるのです。実際に今回非常にいい事業です。

経済効果も相当あります。町内事業者の方で人を雇いたいという方もいます。ただこれは今後

の考え方としてはやはり単年度の事業に対して人を雇うわけにはいかないので、そういったこ

の経済効果を確立するためにもきちんとした考え方を持つべきだという意味で最後見解を求め

たいと思いますがいかがですか。 

○議長（山本浩平君） 本間商工労働観光・営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） このふるさと納税自体、これ

は全国的にも大きく動いておりまして、ここ今後何年かこの流れが続くかどうかも当然見きわ

めていかないと思っております。当然今の状況でいきますとまたその納税に対する緩和措置等

も国が検討されているというところも聞いてございます。そういった情報を捉えながらいくと

ころと、特産品自体が無数にあるわけではございませんので当然のことながら加工してつくる

体制であったり、それから白老牛であれば当然基盤整備につながってくると思います。これは

すぐ来年からというところは正直どこまで出せるかというのは今年度も一定限月に何度と出せ

るかというところは最大限事業者とも綿密な打ち合わせをさせていただいているのも事実でご

ざいますが、今後の３月まで、年内の見込みを踏まえながら４月以降どれだけ需要が目標設定

できるかどうか、そういったところで経済効果を算出していきたいと考えております。 

○議長（山本浩平君） それでは、ここで暫時休憩をいたしたいと思います。 

休 憩  午前１１時１２分 

                   

再 開  午前１１時２４分 

○議長（山本浩平君） それでは休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

ほか、ございます方。７番、西田祐子議員。 

○７番（西田祐子君） 災害のことについてお伺いいたします。このたびは災害担当課長、ま



た係りの方、また建設課長ご苦労様でした。大変だったと思います。そこの中で２点お伺いい

たします。一つは税金の件なのですけれども、今回の災害に当たりまして税金の減額の対象に

なるのかどうなのか、その辺はどういうふうになっているのか、ぜひ教えていただきたいと思

います。２点目がまず今回の災害のことなのです。初動体制のあり方なのです。担当課のほう

は夜中に予報を聞きつけてそしてもう役場につめていたということを伺っておりますけれども、

６時半に役場内で一応本部体制をつくったというふうに聞いております。しかしながら私の会

社の近くの石山地区、たまたまあの辺は申し訳ないのですけれども白老のまちの中で石山から

それから飛生にかけまして大変人口も少ないところが今回被害が多かったのです。ですから床

下浸水とか床上浸水も非常に少ないしまず人的被害が全くなかった。これはもう本当に不幸中

の幸いだろうと思っております。その反面被害がかなり広範囲に広がって大きかったのですけ

れども意外と住民の方々も何か余り理解していなかった部分なのかと。突然朝６時過ぎになっ

たら上流のほうから川の水が流れてきたと。これは大変だということで役場に慌てて電話をか

けたらなかなかつながらないと。防災無線も何もいってこないと。一体どうなっているのだと。

そういうような混乱した状況がしばらくありました。その辺を考えたときに確かに防災課とか

建設課は来ていましたけれども、上下水道課なんかも来ていたと思うのですけれども、役場の

庁舎内でかなり大きな災害というものを想定してのそういうようなシミュレーションというか

そういうものができていたのかどうなのか、その辺をお伺いしてみたいと思います。 

○議長（山本浩平君） 小関税務課長。 

○税務課長（小関雄司君） まず１点目の税に対する災害の関係でございます。これにつきま

しては固定資産税につきまして減免の要綱、町のほうでは設けております。それに従いまして

減免対象になるかどうかというのを本部に入る各災害の状況を確認しながらうちのほうで逐次

現場のほうと確認して災害の減免の対象になるようなものでございましたら申請書を時期をお

いて出していただいて、それを見合って例えば全額免除になるとか、半額免除、そういう算定

をさせていただきまして固定資産税の減免のほうの対象をさせていただいております。今回の

９月の災害につきましては２件ほど申請のほうはいただいております。これに対しては今査定

をやっておりまして今後減免の手続きをするような形をしております。以上でございます。 

○議長（山本浩平君） 畑田交通防災担当課長。 

○総務課交通防災担当課長（畑田正明君） このたびの大雨に対する防災対応ということでお

答えいたします。まず先ほど西田議員もおっしゃったように町の初期の対応としては、まず警

報が出ますと総務課の防災グループが役場のほうに出まして各機関から情報をもらったりあと

気象台の情報を見たり、そういうような情報収集に努めております。そのあとは災害が大きく

なるような形になりますと防災のほうで対応し切れない部分、例えば現場のほうのパトロール

とか、そういうのは先ほどおっしゃっていましたように建設課の職員が出てきまして危険箇所、

今回でしたら河川とか、あるいは道路、あるいは土砂災害の危険もありましたので山間部とい

うところをパトロールしてまいっております。このたび災害対策本部が 10日の朝６時半に本

部設置されまして、それまでの間に今回の災害はちょっと異常といいますか、そういうような

部分もありまして、今回だけではないのですけれども最近全国、北海道で起きている気象状況



というのは異常な部分が多くありまして今回白老町も９月 10日の夜中の 12時から朝方の６

時までにかけて記録的短時間大雨情報というのが４回発令されたと。この記録的大雨情報とい

うのは１時間当たり 100ミリ以上雨が降ったときに気象台のほうから発表されるのですが、

これが６時間の間に４回ということで通常北海道で１年間に２、３回あればいいような雨が６

時間の間に白老町だけに４回降ったというようなことで気象台のほうもお話ししていましたが

ちょっと考えられないような雨が４回も降ったというようなことで非常に通常の大雨警報とか

そういう警報とはちょっとレベルが違った今回災害だったということに認識しております。現

場パトロールについても建設課の職員、当初は建設課の職員だけだったのですが、それで先ほ

ど言いましたように河川とか道路をパトロールをしたというようなことで、農地とか奥のほう

ですね。先ほどおっしゃったようにそこまではその時点ではパトロールできなかったといいま

すか、しなかったというのは事実であります。今後につきましては災害時の職員初動マニュア

ルというものを作成していくような考え方を持っておりますので、そういうものをつくって初

期対応、あるいはその二次対応、三次対応、そういうところをマニュアルに載せて職員に周知

するような形で今後は対応していきたいと思っております。以上です。 

○議長（山本浩平君） ７番、西田祐子議員。 

○７番（西田祐子君） 固定資産税の減免につきましては今回２件の申請ということなのです

けれども、ほかには特にはなかったというふうに理解していいのでしょうか。そのことについ

て町としても一般住民の方々に法人さん方にきちんと今回災害だったのでこういうふうな減免

措置もできますということをきちんとお知らせしてやっていらっしゃるのかどうなのか、そこ

を一つお伺いしたいと思います。それともう１点は、初動体制について今畑田総務課交通防災

担当課長のほうからこれからマニュアルをつくっていくということでいっていただきましたけ

れども、何年か前にも一度大雪が降って水道が出なくなったことがありましたね。あのときも

初期対応がちょっとまずかったのかと。本当に初期対応のそのときの判断で全然この災害が変

わってくる場合もあるのでその辺はぜひ初期対応というものに対して庁舎全体でがっちりとで

きるようなそういうものをつくっていただければと思いますのでよろしくお願いいたします。

最後になりますけれども、今月の 21日午後１時から今回の災害場所を視察したいと思います

のでよろしくお願いいたします。ほかの議員さん方もぜひ出席してください。よろしくお願い

します。 

○議長（山本浩平君） 小関税務課長。 

○税務課長（小関雄司君） 固定資産税の減免の関係です。今回の災害については２件という

ことでございます。ほかにないのかということなのですが、うちのほうで今状況を確認にした

中ではこの２件が減免の対象になるということで判断しております。一般の方々への周知とい

うことなのですけれども具体的に周知ということは実際にはやっておりません。どうしてこう

いう方を確認できるのだというと、いわゆる本部のほうに逐一災害の状況として入ってくる中

で床上浸水、床下浸水とかと、そういうような情報が入ってきますのでそういう情報をもとに

我々のほうでは地区に赴いて確認させていただいているといった中で、こういう減免について

の対応をさせていただいているといった部分でございます。 



○議長（山本浩平君） 畑田交通防災担当課長。 

○総務課交通防災担当課長（畑田正明君） 今後の防災対応につきましても先ほど答弁したよ

うに職員の初動マニュアル等を作成した中でなるべく漏れがない、白老町全体として災害を対

応できるような形で対処していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（山本浩平君） ほか、質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本浩平君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本浩平君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第１号、平成 26年度白老町一般会計補正予算（第５号）、原案のとおり決定すること

に賛成の方挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（山本浩平君） 全員賛成。 

よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 


